
 

 

 

プレアボイドニュース 2024 年 5 月号 

2024年 5月 13日 

薬剤部 薬品情報管理室 

 

支持療法を確認し安全な化学療法の施行に貢献した例 

プレアボイドとは薬学的ケアから患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分など）を回避

あるいは軽減した事例を意味します。今回は、必要な支持療法を確認することで、安全な化学療法

の施行に貢献できたプレアボイドを紹介いたします。 
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患者背景 
 

▶原疾患の治療目的で入院中の患者 

   

施行中の化学療法：エプキンリ療法 

                  Day22（4 回目）の投与を予定 

C さん 

その後、速やかにアセトアミノフェン錠とプレドニゾロン錠が処方された。 

エプキンリ投与後、サイトカイン放出症候群の発現なく経過した。 

 

化学療法施行時に必要な支持療法を確認することで、安全な化学療法の施行に貢献できた。 

薬剤師 

医師 

ご確認ありがとうございます。すぐに処方しておきます。 

明日エプキンリを投与予定の C さんについて確認があります。 

エプキンリによるサイトカイン放出症候群予防の薬剤を確認しますと、

抗ヒスタミン剤（ポララミン注）と、投与日の副腎皮質ホルモン剤（水溶 

性プレドニン）は処方されておりますが、解熱鎮痛剤（アセトアミノフェ 

ン錠）と投与翌日以降の副腎皮質ホルモン剤（プレドニゾロン錠）が 

処方されていないようです。 

エプキンリ皮下注の 

サイトカイン放出症候群について、 

2024 年 3 月に製薬企業から 

適正使用のお願いが発出されております。 

https://www.pmda.go.jp/files/000267776.pdf 

参考文献：エプキンリ皮下注 添付文書、適正使用ガイド 

  

■本剤投与時には、以下の点にご留意ください。 

・特に治療初期は入院管理等の適切な体制下で本剤の

投与を行ってください。 

・サイトカイン放出症候群に対する前投与薬の投与等

の予防的措置を行ってください。 

・観察を十分に行い、異常が認められた場合には、製

造販売業者が提供するサイトカイン放出症候群管理ガ

イダンス等に従い、適切な処置を行ってください。 


